
官民連携により水辺とまちの一体的空間づくりを実現
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北十間川かわまちづくり（東京都墨田区、荒川水系北十間川）

評価ポイント
観光拠点を結ぶ新たな動線や商業
施設が生まれ、今後さらなるにぎわ
いの創出が期待できる。

行政、民間事業者、地元町会・商店
会など様々な事業者が「Design 
Guideline」を設定し、地区全体の
デザインの指針としてまとめて共有
し、一体的空間を実現したことは他
の地区の参考となる。

取組内容

計画名称 北十間川かわまちづくり
登録年度 令和元年度 問合せ先 墨田区都市整備部都市整備課

推進主体 墨田区、東武鉄道（株）、北十間川水辺活用協議会

民間企業の積極的な関与により、官
民が連携して水辺の利活用を考え
た工夫あるハード整備を都心部に
おいて実現したことはとても高く評
価できる。

水辺とまちの一体的空間を
実現
官民連携により、水辺・鉄道高架下・
道路・公園が隣接する立地を生かし
た一体的空間づくりを実現。

民間のハード整備により観
光拠点間の回遊性を向上
都市・地域再生等利用区域の指定
により、河川敷地内に遊歩道、商業
施設等の利活用を考えたハード整
備を行うことで観光拠点間の回遊
性の向上を図り、新たな賑わいを創
出。

関係機関による継続的な
議論
水辺の良好な環境保全及び恒常的
な賑わい創出により地域の活性化
を図ることを目的として、住民、関係
機関とともに継続的な議論を実施。

【北十間川・隅田公園観光回遊路整備事業主体】
墨田区

都市・地域再生等利用区域の指定要望
施設管理者・事業者

占用許可占用申請

都市・地域再生等利用
区域の地域合意

水辺活用に関連する事業の
計画・実績の報告

【地域団体】
北十間川水辺活用協議会

・目　　的：水辺の良好な環境の保全と、恒常的な賑わいの創出により、
　　　　　　水辺周辺地域の活性化を図ること
・メンバー：地元 5町会、4商店会、学識経験者、東武鉄道 (株 )、
　　　　　　墨田区観光協会、東京都、墨田区、事務局 (墨田区 )

占用料

・一体的な施設整備に向けた調整
・各施設の維持管理・点検
・定例打ち合わせ（課題共有・対応策検討）

【公園：隅田公園】
墨田区

【河川管理者】
東京都

【占有者】
①東京ミズマチ・・・東武鉄道（株）・テナント共同体
②すみだリバーウォーク・・・東武鉄道（株） ・施設の建築

・施設の運営、維持管理、点検
・テナントの営業

※公園占用もあり

【道路：コミュニティ道路】
墨田区

【鉄道：高架下施設】
東武鉄道 (株 )

【河川（表面）：北十間川】
墨田区
・都市

・地域再生等利用区域の指定


